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第７章 ワークシート解答 

 
1. 式 7－80 および式 7－81 より，図１の ( )lV ， ( )lI を ( )xV ， ( )xI で表すと 

( ) ( ) ( ) ( ) ( )xlxIZxlxVlV −−−= γγ sinhcosh 0 ， 

( ) ( ) ( ) ( ) ( )xlxV
Z

xlxIlI −−−= γγ sinh1cosh
0

となり*1， 

７－２節のドリル問題７を参照にして ( )xV ， ( )xI について表すと， 

( ) ( ) ( ) ( ) ( )xllIZxllVxV −+−= γγ sinhcosh 0 ， 

( ) ( ) ( ) ( ) ( )xllV
Z

xllIxI −+−= γγ sinh1cosh
0

となる。 

( ) ( )lIZlV L= を代入すると， 

( ) ( ) ( ) ( ) ( )xllV
Z
ZxllVxV
L

−+−= γγ sinhcosh 0 ， 

( ) ( ) ( ) ( ) ( )xllV
Z

xllV
Z

xI
L

−+−= γγ sinh1cosh1
0

となる。  (答) 

また，整合時（ 0ZZL = ）には， ( ) ( ) ( )xlelVxV −= γ ， ( ) ( ) ( )xl

L

elV
Z

xI −= γ1
となる。  (答) 

 

２． (1) 図２(a)については，式 7－80 および式 7－81 より， 

( ) ( ) ( )

( ) ( )

( ) ( ) ( ) ,0
2

sin0
2

cos0

4
2sinh0

4
2cosh0

sinh0cosh0

00

0

0

IjZIjZV

jIZjV

lIZlVlV

−=−=

⎟
⎠
⎞

⎜
⎝
⎛ ×−⎟

⎠
⎞

⎜
⎝
⎛ ×=

−=

ππ

λ
λ
πλ

λ
π

γγ

 

( ) ( ) ( )

( ) ( )

( ) ( ) ( )
00

0

0

0
2

sin01
2

cos0

4
2sinh01

4
2cosh0

sinh01cosh0

Z
VjV

Z
jI

jV
Z

jI

xV
Z

xIlI

−=−=

⎟
⎠
⎞

⎜
⎝
⎛ ×−⎟

⎠
⎞

⎜
⎝
⎛ ×=

−=

ππ

λ
λ
πλ

λ
π

γγ

 

となる。また， 

( ) ( )lIZlV L= に代入すると ( ) ( )
0

0
00

Z
VjZIjZ L−=− となるので入力インピーダンスは， 

( )
( ) LZ

Z
I
VZ

2
0

in 0
0

== となり，
0

0
0 C

LZ = を代入すると
LZC

LZ
0

0
in =  となる。  (答) 

 

                                                        
*1 ( ) ( ) BABABABABABA sincoshcoshsinhsinhsinsinhcoshcoshcosh ±=±±=± ， の関係がある。 
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(2) 図２(b)についても同様に 

( ) ( )01IjZlV −= ， ( ) ( )
1

0
Z
VjlI −= となる。 

さらに， ( ) ( )lIjZlV 02 −= ， ( ) ( )
0

2
Z
lVjlI −= となる。 

( ) ( )lIZlV L 22 = に代入すると入力インピーダンスは，
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== となり， 

0

0
0 C

LZ = および
1

1
1 C

LZ = を代入すると LZLC
LCZ

01

10
in = となる。  (答) 

 
３． (1) 終端開放の長さ 1l の伝送線路の入力インピーダンスは，式 7－103 より 
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C
LjZ

λ
πβ となる。 

ml
21
λ= ， L,2,1,0=m のとき ∞=∞iZ （反共振）となるので，最小の長さは， ］［m0

21 >= λl  となる。 

このとき， ］［rad/s
2

22

11 LClLClLC
ππ

λ
πω === となる。  (答) 

 
(2) 終端短絡の長さ 2l の伝送線路の入力インピーダンスは，式 7－105 より 
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42
λ= ， L,5,3,1=n のとき ∞=0iZ （反共振）となるので，最小の長さは， ］［m

42
λ=l  となる。 

このとき， ］［rad/s
24
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ππ

λ
πω === となる。  (答) 

 

(3) 伝送線路が並列に接続されているので，入力インピーダンスは， 

( ) ( )

となる。
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∞=iZ （反共振）となるためには， 

02tan2cot =⎟
⎠
⎞

⎜
⎝
⎛−⎟

⎠
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yx ll
λ
π

λ
π

（または， ( ) ( ) 0tancot =− yx lLClLC ωω ）となり， 

条件は 12tan2tan =⎟
⎠
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yx ll
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（または， ( ) ( ) 1tantan =yx lLClLC ωω ）と表される。  (答) 
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４． 式 7－80 および式 7－81 より，図４(b)の ⎟
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となり（ LCjωγ = ）， 

式 7－75 および式 7－73 より，未知の長さの伝送線路の特性インピーダンスと伝搬定数は 

C
LZ =0 ， γωω 2222 ==× LCjCLj となるので， ( )xV ， ( )xI を ⎟
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2cosh
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したがって， ( )xV ， ( )xI を ( )0V ， ( )0I で表すと 

( ) ( ) ( )

( ) ( )

( ) ( ) ，γγ
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となる*1。 

式 7－80 および式 7－81 の関係より， llx =+
2

2 が条件となるので ］［m
4
lx = となる。  (答) 

 


